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５月10日、近畿かつうらふるさと会の15周年記念行事がふ

るさと勝浦町で行われました。

農村環境改善センターで行われた第一部「記念

式典及びアトラクション」では、倉越進会長から

「15周年を迎えられたのは感無量」とあいさつがあ

りました。また、活動に貢献した桜木義夫元勝浦

町長（横瀬）をはじめとする町民および会員９人

に感謝状が、勝浦町に記念品（時計）の贈呈が行わ

れました。

第一部終了後には、住民福祉センターで第二部

「懇親交流会」があり、会員約50人と町民約100人

が参加。昔話に花開いたり、阿波踊りなどの余興

を楽しんだりと、ひと時を楽しみました。

※近畿かつうらふるさと会…近畿圏に住む勝浦町出身者および会の
趣旨に賛同する者で組織する会。 会員数238人（H20.３.31現在）

会員募集中 申込先 事務局長 田村 06-6965-6390
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。
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勝浦町中山間地域等直接支払事業の実施状況

※問い合わせ 勝浦町役場産業建設課 （42）1505 ＩＰ㈹ 050（3438）7148

（
協
定
数
）

協
定
整
理
番
号

協 定
集落名

協
定
参
加
者
数

交付金額

（円）

協定対象農用地面積（㎡） 集落マスタープラン

計（㎡）
田 畑

目指す将来像急傾斜
（㎡）

緩傾斜
（㎡）

急傾斜
（㎡）

緩傾斜
（㎡）

１ 石 原 54 3,565,176 329,876 12,181 76,470 231,666 9,559
水田については、機械の共同化や作業委託を進め
る。樹園地については、農道の整備・機械の共同
化とともにリーダーを育成し、作業委託を進める。

２ 沼 江 46 3,025,883 263,278 30,252 58,736 163,836 10,454
水田については、既存担い手への作業委託を進め
る。樹園地についても、リーダーを育成し、作業
委託を進める。農産物の加工販売を実現する。

３ 掛 谷 19 887,912 102,977 10,775 3,524 40,384 48,294
機械の共同化（防除機械等）を実施し、労働力
の軽減を図っていく。後継者が他業種に従事し
ながらも農地を管理できる体制を作りたい。

４ 山 西 32 1,342,372 175,055 4,997 857 79,797 89,404
機械の共同化（防除機械等）を実施し、労働
力の軽減を図っていく。定年帰農者を中心に
後継者を育成する。

５ 中 角 32 2,599,463 226,089 0 0 226,019 70
新たに担い手を育成し、農地集積や作業委託
することにより、農地を維持する。学校教育
との連携により、体験農園を実施する。

６ 生 名 70 3,613,400 357,220 12,450 23,047 255,193 65,530
認定農業者等（リーダー）を育成し、作業委
託を進める。機械の共同化を進めていく。

７ 今 山 43 3,306,100 288,662 0 0 286,973 1,689
認定農業者等（リーダー）を育成し、作業委
託を進める。隔年交互結実栽培を推進し、収
益向上を図る。

８ 黒 岩 14 621,310 54,027 0 0 54,027 0
新規就農者（定年帰農者）を育成し、農地の
保全を図る。優良品目を導入して収益向上を
目指す。

９ 星 谷 65 3,816,277 389,417 0 4,396 304,192 80,829
育成する認定農業者と、既存の担い手を中心
に作業委託を進めていく。機械の共同化を推
進する。

10 久 国 47 1,788,971 202,213 10,105 4,849 110,321 76,938
定年帰農者を中心にリーダを育成し、農作業
委託を進める。

11
棚 野
石 倉 谷

29 907,751 83,484 1,650 1,780 72,334 7,720
定年退職者を中心に、新規就農者を確保する。
リーダーを育成し、剪定・収穫等の農作業委
託を進める。

12 棚野大谷 17 1,352,667 115,411 2,678 0 112,733 0
新品種・新品目の導入や集落の農産物を活用
した加工品の開発・販売により収益の向上を
図る。

13 中山第1 23 1,000,742 89,211 0 0 86,063 3,148
認定農業者等（リーダー）を育成し、作業委
託を進める。

14 中山第2 39 2,949,875 244,583 14,439 0 230,144 0
水田については、作業委託を進める。樹園地に
ついては、認定農業者等リーダーを育成し、リー
ダー中心に営農指導を行い農地を保全する。

15 中山第3 57 2,681,588 233,734 10,820 12,578 202,196 8,140
水田については、担い手に作業委託を進める。
樹園地については、機械の共同化を進める。

16 横瀬立川 19 1,285,697 107,586 7,207 0 97,878 2,501
認定農業者等（リーダー）を育成し、作業委
託の推進や畜産農家との連携により、農地を
維持したい。

17 横瀬前川 16 750,129 66,693 0 0 64,588 2,105
新規就農者を確保し、認定農業者を育成する。
担い手に作業委託を進め農地を維持していく。

18 横瀬寺谷 6 474,225 41,237 0 0 41,237 0
認定農業者等（リーダー）を育成し、営農指
導を進める。優良品目の導入やマルチ栽培・
隔年交互結実栽培を推進し、収益向上を図る。

19
与 川 内
下 分

26 1,417,992 123,502 0 0 123,217 285
認定農業者等（リーダー）を育成し、香酸果樹園
を中心に農作業委託を進める。与川内宮平集落
との連携により、都市住民との交流を推進する。

20
与 川 内
宮 平

36 3,423,519 285,712 19,091 1,846 260,141 4,634
認定農業者等（リーダー）を育成し、営農指
導を進める。与川内下分集落との連携により、
都市住民との交流を推進する。

21 坂本3部 42 1,425,696 155,571 8,081 1,109 136,402 9,979
果樹オーナー制度の推進や坂本３集落の連携に
よる、都市住民との交流（やすらぎの森・グリー
ンツーリズム）により、集落を活性化させる。

22 坂本松尾 31 1,194,101 135,761 0 0 127,183 8,578
既存リーダーを中心とした営農指導や坂本３集落
の連携による、都市住民との交流（やすらぎの森・
グリーンツーリズム）により、集落を活性化させる。

23 坂本黄檗 14 1,205,707 107,048 1,333 0 100,964 4,751
認定農業者を育成し、リーダーを中心とした営農指
導や作業委託を進める。坂本３集落の連携による、
都市住民との交流により、集落を活性化させる。

777 44,636,553 4,178,347 146,059 189,192 3,407,488 435,608

平 成 19 年 度
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勝浦町住民基本台帳閲覧状況公表
勝浦町住民基本台帳閲覧事務取扱要綱第10条により、毎年１回住民基本台帳の閲覧の状況

を公表することが定められています。今回は、平成19年４月から平成20年３月までに申請の

あった住民基本台帳の閲覧状況を次のとおり公表します。

平成
19年度

申出者の氏名 利用目的の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

石原区長 竹 村 幸 石原地区敬老会名簿の作成
平成19年

４月２日
石原地区の昭和７年生まれの住民

横瀬区長 大 西 茂 横瀬地区敬老会名簿の作成 ４月３日 横瀬地区の満75歳以上の住民

中山区長 原 田 英 夫 中山地区敬老会名簿の作成 ４月６日 中山地区の満75歳以上の住民

NHK徳島放送局放送部

局長 池 松 信 介

「６月全国個人視聴率調査」

実施のため（放送法第９条、

第44条に定められた調査研究・

世論調査のため）

５月16日

今山、黒岩、星谷、久国、棚

野、立川、中山、横瀬、与川

内、坂本地区で明治～平成12

年生まれの住民 14人

勝浦町社会福祉協議会

会長 細 川 寛
住民台帳の整理

８月10日
～

９月10日
全町民

社団法人 新情報センター

事務局長 平 谷 伸 次

がん対策に関する世論調査の

調査対象者名簿作成
８月17日

中角地区の20歳以上の者で男

女問わず 17件

NHK徳島放送局放送部

局長 池 松 信 介

「余暇とスポーツについての

国際比較調査」、「11月全国個

人視聴率調査」実施のため

（放送法第９条、第44条に定

められた調査研究・世論調査

のため）

９月３日

９月４日

今山、黒岩、星谷、久国、棚

野、立川、中山、横瀬、与川

内、坂本地区で明治～平成２

年生まれの住民 52人

社団法人 中央調査社

会長 若 林 清 造

NHK放送文化研究所

世論調査部長 橋 本 憲 和

「全国接触者率調査」実施の

ための対象者抽出（放送法第

９条、44条に定められた調査

研究・世論調査のため）

９月19日

中角、生名地区の７歳以上

（平成12年12月末日までの生

まれ）の男女12件

社団法人 中央調査社

会長 若 林 清 造

NHK放送文化研究所

世論調査部長 橋 本 憲 和

「環境に関する世論調査」実

施のための対象者抽出（放送

法第９条、第44条に定められ

た調査研究・世論調査のため）

平成20年

１月22日

久国、棚野地区の16歳以上

（平成３年12月末まで生まれ）

の男女12件

星谷区長 坂 田 淳 一 星谷地区敬老会名簿の作成 ３月４日
星谷区民で敬老会に招待する

70歳以上の住民

久国区長 松 浦 一 博 久国地区敬老会名簿の作成 ３月13日
久国地区で敬老会に招待する

75歳以上の住民

中角区長 増 井 達 夫 中角地区敬老会名簿の作成 ３月19日
中角地区で敬老会に招待する

70歳以上の住民

沼江区長 谷 内 正 治 沼江地区敬老会名簿の作成 ３月26日
沼江地区で敬老会に招待する

75歳以上の住民

山西区長 大 上 孝 山西地区敬老会名簿の作成 ３月31日
山西地区で敬老会に招待する

75歳以上の住民
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今日の食をめぐる環境の変化の中で、子供たちが健全な心と身体を培い、社会に羽ばたくこ

とができるよう、また生涯にわたり生き生きと暮らすことができるようにすることは重要です。

このためには、食体験を通して知識や技術、選ぶ力などを習得し健全な食生活を実践するこ

とができるよう、食育の推進が求められます。

食育を推進するためには、食育基本法および食育基本計画

等を踏まえ、多様な関係機関の協力や参加を得て国民運動と

して展開することとなっています。

食育推進基本計画では、食育に対する理解を深めるため、

個々が積極的に参加をし、豊かな人間性と生きる力を身につ

けていくことが重要であることから、毎年６月を食育月間と

して、特に啓蒙普及を図り目的達成を目指しています。

食育月間の重点事項

食を通じたコミュニケーション バランスのとれた食事 望ましい生活リズム

食を大切にする気持ち

食に関する様々な体験活動、食前食後の挨拶の習慣化、環境への配慮、豊かな味覚の形成等を

促し、自然の恩恵や食に関わる人々の様々な活動への感謝の念と理解を深める。

食に関する知識と選択力

食品の安全性、我が国の食料問題等に関する意識と関心を高め、食に関する適切な知識と選択

する力の習得を図る。

６月は です食食 育育 月月 間間

本町では、保育所・学校・地域等でそれぞれ食育の推進を図っています。

今年も、保育所や学校では、参観日を利用しての食育学習や、給食での地産地消の推進・

地域では愛育班を中心としての親と子のふれあい教室などを計画し実施する予定です。

勝
浦
町
と
小
松
島
警
察
署
は
四
月
二
十
五
日
、
公
営

住
宅
か
ら
の
暴
力
団
員
排
除
に
向
け
連
携
す
る
覚
書
を

交
わ
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
町
か
ら
小
松
島
署
へ
町
営
住
宅
入
居
者
が

暴
力
団
員
で
あ
る
か
の
確
認
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、

町
が
住
宅
明
渡
し
な
ど
を
行
う
際
に
署
員
同
行
の
協
力

な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

公営住宅から暴力団員排除

覚書を交わす立花小松島警察署長と中田勝浦町長
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育
児
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応
援
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し
た
い
人
・
育

児
の
応
援
を
で
き
る
人

会
員
募
集
！

フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー
と
は

｢

育
児
の
応
援
を
依
頼
し
た
い｣
「
少

し
育
児
の
応
援
が
で
き
る
」
と
い
う
人

が
会
員
登
録
し
、
育
児
の
相
互
援
助
を

有
料
で
行
う
組
織
で
す
。

徳
島
県
内
に
お
い
て
は
、
徳
島
市
、

鳴
門
市
、
阿
南
市
、
美
馬
市
、
板
野
東

部
の
各
市
町
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
か
ら
徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
に
、
勝
浦
町
の

ほ
か
小
松
島
市
・
佐
那
河
内
村
・
石
井

町
・
神
山
町
が
加
入
し
ま
し
た
。

◎
育
児
の
応
援
を
依
頼
し
た
人

（
依
頼
会
員
）

依
頼
会
員
は
、
徳
島
市
・
小
松
島
市
・

勝
浦
町
・
佐
那
河
内
村
・
石
井
町
・

神
山
町
内
に
お
住
ま
い
か
、
事
業
者

に
勤
務
し
て
い
る
方
。

０
才
か
ら
小
学
校
六
年
生
ま
で
の
子

ど
も
の
子
育
て
の
応
援
を
受
け
た
い

方
。

☆
利
用
料
は
援
助
を
受
け
た
依
頼
会
員

が
、
提
供
会
員
に
直
接
支
払
い
ま
す
。

〈
利
用
料
〉

月
～
金

午
前
七
時
～
午
後
九
時

一
時
間

七
百
円

右
記
以
外
は

一
時
間

八
百
円

◎
育
児
の
応
援
で
き
る
人
（
提
供
会
員
）

提
供
会
員
は
、
徳
島
市
・
小
松
島
市
・

勝
浦
町
・
佐
那
河
内
村
・
石
井
町
・

神
山
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
に
限
ら

れ
ま
す
。

応
援
活
動
に
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
保
険
に
加
入

し
て
い
ま
す
。

※
な
お
、
利
用
す
る
に
は
、
徳
島
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ

の
申
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
申

込
用
紙
は
勝
浦
町
役
場
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
。
申
込
み
方
法
に
つ
い
て
、

十
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
徳
島
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
ら

説
明
に
き
て
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー

〒
７
７
０
ー
０
９
４
２

徳
島
市
昭
和
町
三
丁
目
三
五
ー
一

０
８
８
（
６
１
１
）
１
５
５
１

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が

可
能
に
な
り
ま
す

報 ラア カ ル ト情

わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談

生
比
奈
保
育
所
で
は
、
子
育
て

に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所

相
談
・
電
話
相
談

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
７
３

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

25日 18日 11日 ４日

★
保
育
所
の
お
友
達
と
室
内
外
で
好
き
な
遊
び

を
し
ま
し
ょ
う

★
水
遊
び
、
お
も
ち
ゃ
で
遊
び
ま
し
ょ
う

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
の
お
誕
生
会

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う

★
カ
エ
ル
を
作
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う

★
保
育
所
の
お
友
達
と
室
内
外
で
好
き
な
遊
び

を
し
ま
し
ょ
う

★
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
（
虫
歯
予
防
デ
ー
）

６月

���
���



平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

７

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
に
よ
り
、
後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
が
、
六
月
一
日
か
ら
義
務
化
と

な
り
ま
し
た
。

後
部
座
席
に
座
る
と
目
の
前
に
あ
る

の
が
、
前
の
座
席
で
す
。
前
の
座
席
は

柔
ら
か
い
た
め
、
後
部
座
席
に
同
乗
し

て
い
た
時
に
交
通
事
故
に
あ
っ
て
も
、

安
全
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
締
め
て
い
な
い
と
衝
突
の
衝
撃
に

よ
っ
て
車
外
に
放
出
さ
れ
、
地
面
に
身

体
を
強
打
し
た
り
、
後
続
車
に
ひ
か
れ

て
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
車
外
に
放
出
さ
れ
な
い
場
合
で

も
、
前
方
に
投
げ
出
さ
れ
、
前
の
座
席

の
人
に
衝
突
し
、
お
互
い
が
負
傷
す
る

事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
を

防
ぐ
為
に
も
、
後
部

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
は
重
要
で
す
。

全
席
、
全
員
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
！

受
験
申
込
受
付
期
間

六
月
二
十
四
日

～
七
月
一
日

（
七
月
一
日
通
信
日
付
印
有
効
）

受
験
申
込
先

人
事
院
四
国
事
務
局

〒
７
６
０
ー
０
０
６
８

高
松
市
松
島
町
一
ー
一
七
ー
三
三

０
８
７
（
８
３
１
）
４
７
６
５

受
験
資
格

昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日

～
平
成
三
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
者

採
用
予
定
者
数

四
国
地
域
で
約
二
十
人

合
格
者
発
表

第
一
次
試
験
合
格
者
発
表

平
成
二
十
年
十
月
九
日

最
終
合
格
者
発
表

平
成
二
十
年
十
一
月
十
三
日

神
山
町
の
野
外
活
動
（
雨
乞
い
の
滝

へ
の
山
登
り
・
中
津
で
の
川
遊
び
・
外

国
の
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
の
野
外
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
）
を
通
し
て
、
親
子
の
絆
を

深
め
、
子
育
て
の
悩
み
を
軽
減
し
、
子

育
て
の
楽
し
さ
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

対

象

子
育
て
中
の
親
子

（
年
長
～
中
学
生
以
下
）
四
十
組

※
多
い
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

日

時

八
月
三
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時

場

所

名
西
郡
神
山
町
神
領

集
合
場
所

神
山
町
神
領

”道
の
駅

“
十
時

送
迎
バ
ス

西
部
…
貞
光
道
の
駅
か
ら

南
部
…
那
賀
川
道
の
駅
か
ら

参

加

費

一
人
に
つ
き
五
百
円

申
込
締
切

七
月
十
二
日

※
ご
希
望
の
方
は
、
勝
浦
町
福
祉
課
窓

口
に
て
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
先

（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
手
紙
Ｏ
Ｋ
で
す
）

■
徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

〒
７
７
０
ー
０
９
４
３

徳
島
市
中
昭
和
町
一
丁
目
二

県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
８（
６
５
４
）７
４
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
８（
６
５
４
）７
４
１
４

Mail:tk-boshi@proof.ocn.ne.jp

後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
義
務
化
！

心身の発育や発達などに関する相

談を次のとおり実施します。

６月26日 午後２:00～

勝浦町住民福祉センター

小松島療育センターの相談員

※相談については、事前に申し込み

が必要になります。６月６日 ま

でに予約をしてください。（予約

をされた方については詳細につい

ての通知をします）予約がない方

については、当日受けることがで

きません。

【問い合わせ・申し込み】

勝浦町福祉課保健師 （42）1502

ＩＰ 050（3438）7148

神
山
に
集
ま
れ
!!

親
子
で
遊
ん
で
食
べ
て

～
子
育
て
支
援
事
業

（
ハ
イ
キ
ン
グ
と
食
の
交
流
）
～

平
成
二
十
年
度

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

（
税
務
）
試
験
の
お
知
ら
せ

試 験 日 等

試験区分 試験日 試験種目

第１次
試 験

９月７日
教養試験
適性試験
作文試験

第２次
試 験

10月16日 ～
23日 のうち
指定する日

人物試験
身体検査

※全国どの試験地においても採用を希望
する地域の試験が受験できます。

���
���

���
���

子育て支援の一環として

発達相談窓口を

開設しています！



平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

８

皆
さ
ん
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご

存
じ
で
す
か
？

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
六
月
一
日
を
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
と
定
め
て
お
り
、
徳
島

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
お
よ
び
徳
島

地
方
法
務
局
で
も
、
こ
の
日
を
中
心
と

し
て
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
と

人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
に
努
め
て
い

ま
す
。

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送

る
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自

分
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お
互

い
に
人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る

い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の

願
い
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
あ
る
六
月
一

日
を
中
心
と
し
て
全
国
一
斉
の
人
権
相

談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

☆
人
権
相
談
開
設
場
所
☆

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階

六
月
二
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

解
雇
や
賃
金
不
払
い
な
ど
の
労
使
間

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
弁
護
士
な
ど
経

験
豊
か
な
相
談
員
が
、
解
決
の
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

日

時

六
月
八
日

午
後
一
時
～
四
時
三
十
分

場

所

ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島

十
八
階
「
銀
河
」

内

容

解
雇
・
配
転
・
賃
金
・
時
間

外
・
労
働
な
ど
の
労
使
間
ト

ラ
ブ
ル

相
談
員

弁
護
士
な
ど
県
労
働
委
員
会
委
員

申
込
み

不

要

（
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

相
談
料

無

料

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
労
働
委
員
会

０
８
８
（
６
２
１
）
３
２
３
４

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク

ラ
ブ
」
の
六
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、

親
も
子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
供
と
保
護
者
）
並
び

に
妊
婦
さ
ん

●

五
月
の
活
動
報
告

五
月
十
三
日
の
活
動
は
、
親
子
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
し
た
。

白
・
ピ
ン
ク
・
黄
色
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
オ
ア
シ
ス
に
差

し
て
い
く
と
、
か
わ
い
ら
し
い
プ
ー

ド
ル
の
出
来
上
が
り
で
す
。
花
の
ち
ょ
っ

と
し
た
角
度
に
よ
っ
て
表
情
が
違
っ

て
く
る
の
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は

真
剣
に
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。
子
供
達
も
き
れ
い
な

お
花
で
で
き
た
愛
嬌
あ
る
プ
ー
ド
ル

に
満
足
な
様
子
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ
０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

U
R
L
h
t
t
p
:
/
/
b
l
og

.
goo

.
ne

.
j
p/

h
a
gu

kum
i

―2006

行事予定

24日 17日 10日 ３日

m
a
ma
'
s

c
a
f
e

（
新
規
申
込
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

キ
ッ
ズ
防
災
教
室
＆
非
常
食

ラ
ン
チ
（
南
海
地
震
に
備
え

て
、
子
供
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
を
楽
し
く
学
ぼ
う
！
）

※
詳
し
く
は
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

父
の
日
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ

キ
ン
グ
を
贈
ろ
う
♪

バ
ム
と
ケ
ロ
シ
リ
ー
ズ
の
絵

本
を
読
ん
で
も
ら
お
う
＆
横

田
先
生
の
育
児
相
談

６
月

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
行
事

▲フラワーアレン

ジメント参加者

▲

完成したプードル

人
権
擁
護
委
員
の
日

に
つ
い
て

「
駅
前
労
働
相
談
」
を
開
催
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全
国
の
自
殺
者
数
は
平
成
十
年
か
ら

年
間
三
万
人
を
越
え
、
ま
た
最
近
で
は
、

硫
化
水
素
等
に
よ
る
自
殺
が
多
発
し
、

連
鎖
や
巻
き
添
え
を
起
こ
す
な
ど
、
自

殺
予
防
は
社
会
全
体
の
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
六
月
に
「
自
殺
総
合
対
策
要
綱
」

が
策
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
徳
島
県

と

徳
島
県
自
殺
予
防
協
会
で
は
、

自
殺
予
防
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普

及
啓
発
を
目
的
に
講
演
会
を
、
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

日

時

六
月
十
四
日

午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で

場

所

ア
ス
テ
ィ
徳
島

第
五
会
議
室

内

容

「
幸
福
の
底
蓋
」

～
何
が
人
生
の
幸
福
を
左
右
す
る
の
か
～

講
師

徳
島
い
の
ち
の
電
話

創
設
者
理
事
代
表

近
藤
治
郎
氏

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

生
き
て
い
る
確
か
さ
」

講
師

徳
島
い
の
ち
の
電
話

寺
内
和
子
氏
・
浮
田
益
夫
氏

料

金

無
料
で
す
。

申
込
み

事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
指

定
相
談
事
業
者
へ
委
託
し
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

お
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

右
記
相
談
事
業
の
ほ
か
、
障
害
者
当

事
者
団
体
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ

ヤ
ル
』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）
４
６
５
２

場所相談日

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室

７
月

６
月

10
日

24
日

５
日

26
日

精神障害者 知的障害者 身体障害者 障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時 日

時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階 場

所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-iku
se
ikai

@kour
yu
-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinre
n

@kouryu-p
la
za.j

p

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

自
殺
予
防
啓
発

講
演
会
に
つ
い
て

◎自己負担割合の再判定による

被保険者証の更新ついて

現在、75歳（一定の障害がある方は65歳）以

上の方には、有効期限が「平成21年７月31日」

となっている「後期高齢者医療被保険者証（り

んどう色）」を一人一枚お渡ししていますが、平

成19年中の所得に基づいて、平成20年８月１日

からの負担割合（医療機関での窓口負担割合…

１割又は３割）を改めて判定いたします。

①負担割合が変わる方

７月末までに、負担割合を変更した新しい被

保険者証を交付します。

古い被保険者証については、勝浦町総務税務

課へご返却ください。

該当される方にはご連絡いたします。

②負担区分が変わらない方

新たに被保険者証は交付されません。

そのまま現在お持ちの被保険者証

をご使用ください。

◎「限度額適用・標準負担額減額認定証」

の更新について

現在お持ちの認定証の有効期限は平成20年７

月31日までとなっています。引き続き認定を受

ける場合は、申請が必要となりますので、更新

の申請手続きをお願いします。

◎保険料の通知について

４月分の年金から天引きされる方には、保険

料の仮徴収額の通知をお送りしていますが、平

成19年中の所得に基づいて、保険料が確定した

後（８月初旬頃）に、保険料の確定額の通知を

被保険者全員の方にお送りする予定です。

◎各種届出や申請について

後期高齢者医療に関する各種申請や届出は勝

浦町総務税務課窓口へお願いします。

[お問合わせ] 勝浦町総務税務課 （42）1503

ＩＰ㈹ 050（3438）7148
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午前８時～11時まで
※悪天候の場合は６月８ に延期します。

場 所 星谷運動公園 駐車場

料 金 家庭の粗大ごみ手数料

１個 500円～1，000円（別表参照）

その他 産業廃棄物および事業系廃棄物は、取り扱

いできませんのでご了承ください。

（例）車両、建設廃材、ガスボンベ、農機具、

バッテリー、毒物などの危険なもの

ごみの出る量を減らすために、修理可能な物

は修理をする、リサイクルできるものは、リサ

イクルショップへの売却や知人にあげたりしま

しょう。

注意：当日は、家電４品目（エアコン･テレビ･

電気冷蔵冷凍庫・電気洗濯機）について

は受け取りをしません。

①家電小売店に引き取りを依頼してください。

②廃棄のみで、購入した小売店が営業をしていな

い場合のみ、役場住民課で受け取りをいたしま

す。[月曜日から金曜日（祝日・振替休日を除く）

の午前８時30分から午後５時までの間] 事前に

郵便局でリサイクル料金を払ってから廃棄する

家電品と運搬料金（１個2,000円）をご持参くだ

さい。

※一部の会社の製品は
この料金と違うもの

があります。別に郵
便局で手数料120円
必要です。

リサイクル料金（標準）

エ ア コ ン 3,150円

テ レ ビ 2,835円

電気冷蔵庫・冷凍庫 4，830円

電 気 洗 濯 機 2，520円

問い合わせ 勝浦町住民課 (42)1501

ＩＰ（代）

毎年６月から９月までの第１日曜日を全

町一斉清掃日と定め、環境衛生の保全、環

境美化の向上にご協力いただき「清流に緑

映え、人輝くまちかつうら」づくりに成果

をあげています。

本年も６月１日・７月６日
８月３日・９月７日

を予定しています。

※９月７日は防災訓練日と同じ日ですの

で、変更する場合があります。

各地区の区長さんや保健部長さんの指示

に従って、地区の実情にあった方法で、１

戸に１人は参加をしていただき、ご協力を

お願いします。

Ｑ 分別ステーションで「燃えるごみ」や

「その他金属」等が入った町指定ごみ

袋を見かける時がありますが、置いて

も良いのでしょうか。

Ａ 町指定ごみ袋で出す場合は、各地区の

収集所（ごみフェンス等）へ決められ

た日時に出してください。

分別ステーションはリサイクルを目的

に設置されていますので、町指定のご

み袋では絶対に出さないでください。

※ところで、飲料用のアルミ缶、スチール

缶、白色トレイ等は水洗いするようお願

いしています。これから暑い夏に向かい

悪臭も発生しがちでお世話をする人も大

変です。なお一層、水洗いの徹底をお願

いします。

ごみの分別⑧

６月１日は

全町一斉清掃日

次のとおり実施しますので、ご協力をお願いします。

日 時 平成20年６月１日

050(3438)7148

家庭の粗大ごみ
回収について
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この度の年金記録をめぐる問題について、大変ご心配をおかけしておりますことを、心

よりお詫び申し上げます。

社会保険庁では、本年４月から全ての年金受給権者の方々や現役加入者の方々に「ねん

きん特別便」をお送りしていることから、市町村、経済団体、企業および県社会保険労務

士会等との協力・連携の下に、国を挙げた体制で年金記録確認等を推進し、記録の統合を

進めているところであります。

今般、年金記録問題の早期解決に向け、県社会保険労務士会の協力を得て「ねんきん特

別便」を受け取られた方を対象とした、「社会保険労務士の無料相談（予約制）」を次の日

程で実施することとしておりますので、お気軽にご利用ください。

平成20年７月３日 午前10時～午後３時

平成20年９月４日 午前10時～午後３時

平成20年11月６日 午前10時～午後３時

ＪＡ東とくしま 勝浦支所 １階会議室

①「ねんきん特別便」の趣旨・目的及び見方の説明

②照会票記入方法の助言、記載方法の説明

③期間に空白がある場合の本人への確認

④年金加入に関する記憶喚起のための助言 等

相談は、電話等による完全予約制で実施しておりますので、相談希望日

１ヶ月前から次のところへ予約の申込みをお願いします。

徳島県社会保険労務士会（徳島市助任橋１－24－１ ウイズビル３階）

フリーダイヤル ０１２０－９６７９５１

徳島社会保険事務局年金課（徳島市南田宮２－６－25）

０８８－６３４－１１７３

12

６月は土砂災害防止月間です!!

開設日時

開設場所

相談内容

予約申込み方法
および申込み先

問い合わせ先

出張相談所の開設について「ねんきん特別便」
の送付に伴う

徳島県

梅雨・台風などで土砂災害が発生しやすいシーズンを迎えました。

土砂災害を防止するため、県ではさまざまな対策を行っていますが、それだけでは十分に被

害を防ぐことはできません。被害を最小限に抑えるためには、一人ひとりが気象状況に注意し

て避難することが大切です。

普段から避難場所や避難する方法を決めておきましょう。がけ地や谷川に異常を感じたとき

は、すぐに最寄りの町役場、警察、または東部県土整備局（旧徳島土木事務所）へご連絡ください。
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国民年金の保険料は14，410円（平成20年度）ですが、経済的な理由等で保険料の納付が

困難な場合は、申請手続きをしていただくことにより、保険料の納付が免除（全額免除・

一部納付（一部免除））又は猶予される制度があり、次の３種類があります。

本人・世帯主・配偶者の所得が一定額以下の場合に申請手続きすることにより、保険料の納付が

全額免除又は一部納付（一部免除）となります。

なお、一部納付（一部免除）については、一部納付が未納の場合、一部免除が無効（未納と同じ）

となるため、将来の老齢基礎年金の額に反映されません。また、万が一の時の障害基礎年金や遺族

基礎年金を受給できない場合があります。

30歳未満の方で本人・配偶者前年度所得が一定額（注）以下の場合に

申請することにより、保険料の納付が猶予されます。

（注）平成20年度の所得基準（申請者本人と配偶者の前年所得）

（扶養親族の数＋１）×35万円＋22万円

学生（注１）で本人に前年度所得が一定額（注２）以下の場合に申請することにより、保険料の納付

が猶予されます。

（注１）大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校および各種学校（修業年限が１年以上

の課程に在学している方（私立の各種学校については都道府県知事の認可を受けた学校に限る））、一部

の海外大学の日本分校に在学している方

（注２）平成20年度の所得基準（申請者本人の前年所得）

118万＋扶養親族等の数×38万円＋社会保険料控除等

保険料の追納
保険料の免除や納付猶予を受けた期間は、保険料を全額納付したときに比べ、将来の老齢基礎

年金の額が少なくなります。

そこで、これらの期間は、10年以内であれば後から保険料を納めること（追納）ができますが、

承認を受けた年度から起算して３年度目以降に追納すると、当時の保険料に経過期間に応じた加

算額が上乗せされます。

手続き（申請）について

住民登録をしている市区町村役場の国民年金担当窓口へ申請することになります。

申請書は、社会保険事務所または市町村役場の国民年金担当窓口に備え付けてあります。

国 民 年 金 だ よ り

所得基準の目安 月々の保険料 老齢基礎年金額

全額免除 （扶養親族の数＋１）×35万円＋22万円 全額が免除 １／３が反映

１／４納付
（３／４免除） 78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等 3,600円 １／２が反映

半額納付
（半額免除） 118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等 7,210円 ２／３が反映

３／４納付
（１／４免除） 158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等 10,810円 ５／６が反映

免 除（全額免除・一部納付（一部免除））1

若年者納付猶予申請2

学生納付特例申請3

国民年金保険料を納めることが困難なときは

免除・納付猶予制度 をご利用ください



特定健診は勝浦病院で予約受付いたします!

がんや心臓病、脳卒中といった生活習慣病は、増加を続ける医療費の多

くを占めています。生活習慣病のおおもととなるメタボリックシンドロー

ムの早期発見・改善を目的に、40～74歳までの人を対象に、特定健診・特

定保険指導が行なわれます。

◎勝浦病院では、「受診券」が各世帯に届きしだい特定健診の予約受付を

開始します。

◎健診料の自己負担は、ひとり1，000円（基本健診のみの場合）となります。
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保険税は国保の被保険者としての資格を得た月、例えば職場の健

康保険を抜けたり、他の市町村から転入した月の分から納めます。

保険税は国保の資格を得た６月までさかのぼっ

て納めます。

また、届け出をした９月まで保険証がありませ

んから、６～８月のあいだの医療費は全額自己負

担になります。

保険税

国や地方自治体
などの補助金

その年に予測
される医療費

自己負担金

その年に予測される医療費から、国などからの補助金と私たちが病院で支払う一部

負担金を差し引いた分が保険税となります。

６月に会社をやめ、９月に国保加入の届け出を出した人の場合

世帯主本人が職場の健康保険などに加入している場合でも、世帯内に国保の被保険者

がいる場合は保険税納付の義務は世帯主にあります。

保険税の納付は世帯主の義務

国保税は医療分と後期高齢者医療支援分と

40才～64才の介護保険料分の合算額となります

保険税の総額を右の四つの項目をもとに算定、それらを組み合わせて一世帯

ごとの保険税額が決まります（市町村によって組み合わせは異なります）。

たとえば

会社をやめた
▼

この間の医療費は
全 額 自 己 負 担

国保加入の届け出を出した
▼

６月 ７月 ８月 ９月 10月

平 等 割

均 等 割

所 得 割

資 産 割

一世帯にいくらと計算

世帯の加入者数に応じて計算

世帯の所得に応じて計算

世帯の資産に応じて計算

保険税の

納め方

保険税の

決め方
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保健だより

お子さんの急病対応について
子どもの健康な成長を願う親にとって、子どもの病気やけがは気がかりなものです。

熱を出したり、下痢をしたり、食べ物を吐いたり、けいれん、ひきつけを起こしたりなどいつもと違

うことがあると、お父さんやお母さんは心配のあまり「わぁ、大変、どうしよう。」とあわててしまう

ことがあります。特に初めての育児では不安になるのは当たり前です。

お父さんやお母さんは、日頃から子どもの状態をよく観察しておき、できるだけ昼間の診療時間に受

診することや、何かあったら、いつでも相談できる「かかりつけ医」を持つよう心がけてください。

上手なお医者さんのかかり方

（1）「かかりつけ医」をつくりましょう。

子どもの様子は成長とともに変化していくので、それらの変化を把握し、何でも相談できる「かかりつけ

医」をつくりましょう。「かかりつけ医」を選ぶ時は、大学病院や総合病院よりも小児科専門の医療機関が良

いでしょう。設備等が整っている大病院で見てもらおうと考える方もいるかと思いますが、診察から帰宅す

るまで長時間かかることが多いものです。大病院での受診が必要な時は、「かかりつけ医」から紹介してもら

えます。

（2）できるだけ診療時間内に受診しましょう。

診察には医師だけでなく看護師、検査技師、薬剤師など多くのスタッフが関わっています。すぐに救急外

来を受診しなくても良い時は、スタッフがそろっている診療時間内に受診する方が良いでしょう。

（3）普段から子どもの様子をよく観察しましょう。

子どもの様子がおかしいことにいち早く気づいてあげるためにも、普段から子どもの様子、くせをよく知っ

ておきましょう。ちょっとした体調の変化を見つけることができるはずです。

（4）子どもの症状をよく知っている人が連れて行きましょう。

受診の際には、子どもの症状や様子をよく知っている人が連れて行くことが大事です。

どこを痛がっているのか、食事はどうか、飲ませた薬などについて説明できる人が付き添いましょう。

（5）診察室で尋ねられることをあらかじめ整理しておきましょう。

気になる症状はどんなことですか？

その症状はいつからありますか？（何時頃から、一日何回くらいなど具体的に）

家族にも同じような症状がありますか？

今までに大きな病気にかかったことがありますか？

薬や食べ物にアレルギーがありますか？

（6）医療機関に持って行くもの

保険証、母子手帳、診察券、子どもの状態が分かるもの（例：体温を記録したメモや便・便の写真など）

飲んでいる薬や薬の名前がわかるもの（お薬手帳があれば持参しましょう）

医師の説明を記録するためのメモ帳

着替えやタオル、替えオムツ、ティッシュペーパーなど

お願い 受診される場合は事前に電話で確認し、保険証をお持ちの上ご利用ください。

※○：小児科医による対応 ※平成20年４月現在

南部地区（小松島市、阿南市、勝浦郡、那賀町、海部郡）

○徳島赤十字病院（0885－32－2555）24時間365日対応

徳島の小児救急医療体制

徳島こども救急電話相談
お子さんの夜間の急病時に、小児救急医療機関へ行った方が良いかどうか

迷ったらぜひ「徳島こども救急電話相談」に電話してみてください。

電話番号 ＃8000（携帯電話、プッシュ回線をご利用の場合）

088－ 6 2 1 － 2 3 6 5 （ＩＰ電話、ダイヤル回線等をご利用の場合）

相談時間 毎日夕方６時から夜11時まで
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「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」
―

強
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
あ
す
か
―

に
、
ぼ
く
は
こ
の
言
葉
を
送
り
た

い
。
嫌
な
こ
と
が
あ
る
と
、
の
ど

を
つ
ま
ん
で
い
た
あ
す
か
。
ぼ
く

は
嫌
な
こ
と
が
あ
る
と
、
奥
歯
を

か
み
し
め
て
い
た
。
だ
か
ら
小
学

校
の
時
は
よ
く
奥
歯
が
痛
く
な
っ

た
。
君
の
気
持
ち
は
ぼ
く
に
は
よ

く
わ
か
っ
た
。

そ
れ
は
四
年
生
の
終
わ
り
の
こ

と
だ
っ
た
。
春
の
足
音
が
聞
こ
え

て
き
た
頃
、
ぼ
く
は
、
「
天
然
ボ

ケ
」
と
い
う
あ
り
が
た
く
な
い
名

前
を
つ
け
ら
れ
た
。
帰
る
途
中
、

ぼ
く
が
近
づ
く
と
逃
げ
た
り
、

「
天
然
ボ
ケ
が
来
た
ぞ
」
と
大
声

で
叫
ん
だ
り
し
た
。

集
団
で
い
じ
め
を
さ
れ
る
。
鉛

筆
や
消
し
ゴ
ム
は
か
く
さ
れ
る
。

あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
い
よ
う
な

顔
を
し
て
い
た
が
、
ぼ
く
は
、
ひ

ど
く
傷
つ
い
て
い
た
。
で
も
、
そ

れ
を
認
め
た
く
な
い
ぼ
く
が
い
て
、

わ
ざ
と
と
ぼ
け
て
い
た
。
ぼ
く
は
、

「
い
や
だ
」
と
言
え
な
か
っ
た
。

ぼ
く
に
は
生
ま
れ
変
わ
っ
た
あ
す

か
の
よ
う
な
勇
気
が
な
か
っ
た
。

心
の
傷
が
治
っ
て
声
が
で
る
よ
う

に
な
り
、
転
校
し
た
あ
す
か
は
自

分
か
ら
進
ん
で
交
流
委
員
に
な
っ

た
。
今
ま
で
の
ぼ
く
な
ら
、
自
分

を
守
る
こ
と
に
精
一
杯
で
断
っ
て

し
ま
っ
た
だ
ろ
う
。
あ
す
か
の
ク

ラ
ス
の
金
沢
順
子
さ
ん
が
ク
ラ
ス

の
み
ん
な
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

と
き
に
、
立
ち
上
が
っ
て
助
け
て

あ
げ
た
の
も
あ
す
か
だ
っ
た
。
今

ま
で
の
ぼ
く
な
ら
、
言
っ
た
ら
何

か
さ
れ
る
と
思
っ
て
遠
く
か
ら
じ
っ

と
見
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
だ
ろ
う

と
思
う
。

中
学
生
に
な
っ
た
ぼ
く
は
、
ゆ

う
う
つ
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

給
食
の
か
わ
り
に
お
弁
当
が
始
ま
っ

た
が
、
唯
一
の
楽
し
み
で
あ
る
お

弁
当
の
お
か
ず
を
横
取
す
る
友
達

が
い
た
の
で
あ
る
。

「
取
ら
ん
と
い
て
よ
。
自
分
の
食

べ
た
ら
い
い
ん
で
え
。」

と
、
ぼ
く
は
何
度
も
言
っ
た
。
ま

た
奥
歯
を
か
み
し
め
る
日
が
続
く

の
か
と
思
う
と
、
う
ん
ざ
り
し
た
。

そ
ん
な
時
、
ぼ
く
は
こ
の
「
ハ
ッ

ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」
と
出
会
っ
た
。

あ
す
か
が
と
て
も
身
近
に
感
じ
ら

れ
た
。
で
も
、
あ
す
か
は
自
分
で

頑
張
っ
て
立
ち
直
っ
た
。
ぼ
く
は
、

あ
す
か
の
じ
い
ち
ゃ
ん
の
言
葉
を

思
い
出
し
た
。

「
お
こ
る
と
き
は
、
思
い
っ
き
り

お
こ
れ
。
悲
し
い
と
き
は
、
思
い
っ

き
り
泣
け
。
が
ま
ん
な
ん
か
す
る

な
。
」
と
い
う
、
じ
い
ち
ゃ
ん
の

言
葉
が
ぼ
く
の
背
中
を
押
し
て
く

れ
た
。

あ
る
日
、
ぼ
く
の
お
弁
当
に
彼

の
手
が
伸
び
て
き
た
。
ぼ
く
は
、

「
取
る
な
。
」

と
思
い
っ
き
り
お
こ
っ
た
。
す
る

と
、

「
取
っ
て
な
い
ぞ
。
ち
ゃ
ん
と
お

れ
の
も
返
っ
し
ょ
る
で
な
い
か
。
」

と
言
い
返
し
て
き
た
。

「
自
分
の
好
き
な
も
の
を
取
っ
て

い
ら
ん
も
の
を
返
し
て
く
る
な
。
」

と
、
ぼ
く
は
言
っ
た
。

そ
の
時
、
隣
で
食
べ
て
い
た
友

達
が
ぼ
く
に
力
を
貸
し
て
く
れ
た
。

「
お
ま
え
、
い
つ
も
取
っ
よ
る
で

な
い
か
。
」

と
力
強
い
声
で
言
っ
て
く
れ
た
の

だ
。
ぼ
く
は
こ
の
声
を
ず
っ
と
忘

れ
な
い
だ
ろ
う
。

「
あ
ー
あ
。
」

と
い
う
言
葉
を
最
後
に
、
ぼ
く
は

お
弁
当
を
取
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
彼
へ
の
嫌
な
気
持
ち

が
な
く
な
っ
て
、
ぼ
く
は
彼
と
心

か
ら
仲
良
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。あ

す
か
の
じ
い
ち
ゃ
ん
の
言
う

通
り
だ
っ
た
。
が
ま
ん
を
し
て
も

問
題
は
解
決
し
な
い
。
自
分
で
自

分
の
道
を
切
り
開
い
て
い
か
な
け

れ
ば
、
前
へ
進
め
な
い
。
感
情
を

殺
す
こ
と
は
、
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
と
ぼ

く
も
思
っ
た
。

「
人
生
は
い
つ
も
晴
れ
た
日
ば
か

り
と
は
限
ら
な
い
。
ど
し
ゃ
ぶ
り

の
雨
の
日
も
あ
る
。
そ
の
と
き
に
、

ぬ
れ
て
い
る
の
を
指
さ
す
の
で
は

な
く
、
傘
を
さ
し
か
け
て
あ
げ
る

勇
気
や
優
し
さ
が
大
事
な
ん
だ
。
」

と
い
う
順
子
の
お
父
さ
ん
の
言
葉

に
、
ぼ
く
の
胸
は
熱
く
な
っ
た
。

ぼ
く
は
友
達
に
傘
を
さ
し
か
け
て

も
ら
っ
た
の
だ
。
こ
れ
か
ら
問
題

に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
ぼ
く
に
は
一

人
で
傘
を
さ
し
か
け
る
勇
気
が
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
ぼ
く

一
人
で
は
で
き
な
く
て
も
、
友
人

と
力
を
合
せ
て
傘
を
さ
し
か
け
て

あ
げ
た
い
。

こ
れ
か
ら
ぼ
く
は
、
あ
す
か
の

よ
う
に
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

ぼ
く
は
昔
か
ら
気
が
弱
く
て
、
嫌

だ
と
思
っ
て
も
、
は
っ
き
り
「
嫌

だ
」
と
言
っ
た
事
が
な
っ
か
た
。

ま
と
も
に
、
自
分
の
思
っ
た
事
や

言
い
た
い
事
を
言
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
と
思
う
。

あ
す
か
が
声
を
失
っ
た
時
、
あ

す
か
に
は
、
温
か
く
見
守
り
助
け

て
く
れ
た
じ
い
ち
ゃ
ん
や
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
橋
本
先
生
や
兄
の
直
人
が
い

た
。
ぼ
く
に
は
、
傘
を
さ
し
か
け

て
く
れ
る
友
人
が
い
る
。
温
か
く

ぼ
く
を
見
守
っ
て
く
れ
る
家
族
が

い
る
。
信
頼
で
き
る
先
生
が
い
る
。

ぼ
く
は
、
ぼ
く
自
身
の
た
め
に

勇
気
を
出
し
て
何
事
に
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

「ハッピーバースデー」を読んで

平
成
十
五
年
度

全
国
中
学
校
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
作
品
集
よ
り
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農
協
の
ロ
ー
ン
で
付
け
し
モ
ノ
ラ
ッ
ク
み
か
ん
畑
の
草
に
埋
ま
る

立
川

堀

梅

子

こ
の
冬
を
越
せ
ば
元
気
に
な
れ
る
よ
と
夫
を
励
ま
し
待
ち
し
春
な
り

棚
野

田

中

茂

子

い
っ
ぱ
い
の
我
が
儘
言
っ
て
欲
し
か
っ
た
春
を
待
た
ず
に
逝
き
し
息
子
よ

横
瀬

平
山
美
千
江

亡
き
姉
に
よ
く
似
る
人
に
道
聞
か
れ
い
っ
し
ょ
に
歩
む
桜
散
る
下

坂
本

平

尾

智

男

小
夜
嵐
名
残
り
の
花
を
吹
き
散
ら
し
若
葉
耀
よ
う
山
と
変
わ
り
ぬ

横
瀬

日

下

克

子

溜
め
池
に
逆
さ
に
映
る
紅
し
だ
れ
水
面
に
届
く
満
開
の
枝

横
瀬

桜
木
千
代
子

桜
風
・
水
仙
の
香
や
囀
り
の
入
り
来
る
窓
に
佇
み
て

過
ぎ
し
歳
月
い
と
お
し
み
お
り

坂
本

木

下

茂

子

絶
好
の
花
見
日
和
に
恵
ま
れ
て
満
開
の
桜
愛め

で
て
帰
り
来

横
瀬

林

と
み
え

熱
高
く
う
と
う
と
と
す
る
夢
の
中
で
茄
子
や
胡
瓜
の
苗
を
植
え
お
り

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

胡
瓜
・
茄
子
す
べ
て
の
命
育

は
ぐ
く

め
る
土
に
た
っ
ぷ
り
今
朝
も
水
や
る

中
山

溝
内
喜
美
代

夏
野
菜
の
種
を
蒔
か
ん
と
畑
を
打
つ
実
り
の
夢
が
吾
の
生
き
甲
斐

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

孫
娘
入
試
の
結
果
知
ら
せ
く
る
電
話
の
向
こ
う
の
弾
み
た
る
声

坂
本

菅
内
久
美
子

喜
寿
近
く
お
ぼ
ろ
に
遠
き
小
学
時
代
若
葉
萌
ゆ
れ
ば
甦
り
く
る

棚
野

殿

川

早

苗

ゆ
っ
た
り
と
鳶
が
輪
を
描
き

田

ひ
つ
じ
だ

に
雀
が
遊
べ
り
村
は
楽
園

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

杉
花
粉
・
黄
砂
も
憎
し
折
角
の
美
人
の
顔
も
マ
ス
ク
が
隠
す

棚
野

島

つ
と
む

産
土
の
森
の
若
葉
は
萌
え
出
で
て
も
く
も
く
も
く
と
雲
の
湧
く
ご
と

坂
本

山

口

昭

市

誰
に
似
る
と
祖
父
母
の
腕
に
抱
か
れ
し
孫
は
自

お
の
ず

と
家
族
を
結
び
て
く
れ
ぬ

横
瀬

丸

関

朋

子

お
鯉
さ
ん
と
重
ね
し
両
手
の
温
く
も
り
が
今
も
残
り
て
ほ
の
ぼ
の
と
居
り

横
瀬

廣
安
美
枝
子

連
れ
添
う
て
七
十
五
年
逝
く
父
を
見
送
る
母
の
背
丸
く
小
さ
し

生
名

岩

本

敏

子

あ
な
た
に
は
隠
れ
フ
ァ
ン
が
居
る
の
よ
と
友
が
に
こ
に
こ
励
ま
し
に
来
る

棚
野

田

中

久

子

昼
下
が
り
ま
ま
ご
と
遊
び
の
幼
児
を
春
の
陽
ざ
し
が
ふ
ん
わ
り
包
む

中
角

花

岡

福

枝

菜
の
花
が
棚
田
を
染
め
て
黄
一
色
村
里
静
か
に
暮
れ
て
ゆ
く
な
り

中
山

栗

城

絹

夕
風
の
若
葉
並
木
の
土
手
の
道
友
と
二
人
で
散
歩
し
て
お
り

横
瀬

西

蔭

達

男

誰
・
彼
の
出
合
い
と
別
れ
想
う
窓
鶯
の
声
透
り
来
る
な
り

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

六
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田

万

里

七
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

次
回
作
品
募
集

か
つ
う
ら
歌
壇

中
田
ヤ
ス
エ

選

短
歌
部
門

◆
優
秀
作
品

・
菜
園
に
行
け
ば
野
菜
の
育
ち
よ
く
老
い
の
と
き
め
く
場
所

を
吾
持
つ

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

俳
句
部
門

◆
最
優
秀
作
品

・
吾
亦
紅
風
色
の
ま
だ
と
と
の
は
ず

沼
江

中

西

攝

子

◆
優
秀
作
品

・
波
音
の
折
目
正
し
く
十
三
夜

生
名

丸

山

香

月

◆
佳
作
作
品

・
新
米
の
お
に
ぎ
り
届
く
火
事
現
場

横
瀬

中

田

万

里

・
エ
プ
ロ
ン
を
外
し
て
よ
り
の
虫
の
声

生
名

丸

山

泰

子

・
屋
上
に
産
着
一
棹
天
高
し

生
名

丸

山

香

月

川
柳
部
門

◆
佳
作
作
品

・
一
歩
二
歩
明
日
へ
向
か
う
試
歩
の
杖

生
名

岩

本

敏

子

・
同
じ
こ
と
言
っ
て
笑
っ
て
元
気
で
す

横
瀬

日

下

美

里

・
呆
け
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
か
ら
困
る
中
山

山
下
ふ
さ
を

※
第
六
回
と
く
し
ま
文
学
賞
に
応
募
し
ま
せ
ん
か
。

募
集
要
項
は
、
発
表
を
見
て
掲
載
し
ま
す
。

と
く
し
ま
文
学
賞
入
賞
作
品

～
勝
浦
町
～



ん な 健の 康み

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

６ 金 １歳６ヶ月児健康診査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成18年９月１日か
ら12月31日までに生
まれた子

問診票
母子健康手帳

10 火 股 関 節 脱 臼 検 診 13:30 勝 浦 病 院
平成20年１月１日か
ら４月30日までに生
まれた子

母子健康手帳

12 木 巡 回 が ん 検 診 ８:00～10:00 農村婦人の家 住 民（山西・中角） 問診票

13 金 健 康 相 談 14:00～15:00 市ノ江集会所 住 民 健康手帳

19 木 健 康 相 談 13:30～14:30 坂 本 集 会 所 住 民 健康手帳

21 土 男 の 料 理 教 室 ９:30～14:00
住 民 福 祉
セ ン タ ー

会 員
エプロン
テキスト

23 月 巡 回 が ん 検 診 ８:00～10:00
農村環境改善
セ ン タ ー

住 民（横瀬） 問診票

25 水 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

26 木 巡 回 が ん 検 診 ８:00～10:00
沼江コミュニ
ティセンター

住民（石原･沼江･掛谷） 問診票

27 金

離 乳 食 講 習 会 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成19年12月１日か
ら平成20年４月30日
までに生まれた子

母子健康手帳

乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00

６月の保健行事
〈問い合わせ 勝浦町福祉課保健師 （42）1502〉
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糖尿病教室、６月は次の予定となっています。糖尿病についての基礎知識や食事・薬などわか

りやすく説明をしています。興味のある方はぜひご参加ください。

日 担 当 内 容

３日（火） 内科医師 糖尿病について

10日（火） 坂口栄養士 食事について

17日（火） 正瑞薬剤師 薬について

24日（火） 亀山看護師長 生活と運動

場 所 勝浦病院２階 研修室

時 間 午後２時から１時間程度

費 用 無料です

そ の 他 申込みは不要で自由参加です。

お気軽にどうぞ。

問い合わせ 勝浦病院 （42）2555・ＩＰ050（3438）7441
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月 日 実 施 場 所 対象地区

巡回がん検診

胃がん検診

結核・肺がん検診

大腸がん検診

７月３日 生名センター 生名

７月10日 農村環境改善センター 久国・棚野

７月17日 坂本集会所 坂本

７月24日 今山ふれあい交流館 今山・黒岩・星谷

７月31日 農村環境改善センター 中山・与川内

婦人がん検診
乳がん検診

子宮がん検診

骨粗鬆症検診

８月６日 農村環境改善センター 全地区対象

（ただし乳がん検診

については予約制

となります）

８月19日 農村婦人の家

９月４日 農村環境改善センター

７月以降の巡回がん検診および婦人がん検診の日程は次のとおりです。

各地域を巡回して、次のとおりがん検診を実施します。受診を希望される方は、地域

の愛育班員さんまたは、勝浦町福祉課へお申込ください。

※検診料は、生活保護世帯の方、町民税非課税世帯の方および満70歳以上の方は無料です。

※胃がん検診を受診される方は、前日の夜９時以降何も飲食せずにおこしください。

午前８時～10時受付時間

種 類 対 象 者 検診料 検 査 内 容

胃がん検診 40歳以上の住民 1,000円 バリウムによる胃透視

結核・肺がん

検 診

40歳以上の住民 500円 レントゲン撮影

50歳以上の人で喫煙指数 (喫煙年数

×１日喫煙本数)が600を越える人ま

たは、半年以内に血痰があった人

800円 レントゲン撮影と喀痰検査

大腸がん検診 40歳以上の住民 1,100円 ２日間の便の潜血反応を判定

先の「広報かつうら５月号」にてお知らせしましたとおり、今年度から医療保険者

において「特定健康診査・特定保健指導」が実施されることに伴い、「総合健診」は、

基本健康診査を除いた「巡回がん検診」として実施します。

【問い合わせ】 福祉課 保健師 （42）1502 IP 050（3438）7148

がん予防は
、

早期発見が重要です
。

対象となる方は
、

必ず受診しましょう！

巡回がん検診が始まります�
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ボランティアグループ「勝浦を考える会」

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

３日
（火）

山 西

中 角

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

10日
（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

17日
（火）

生 名

久 国

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

前田さん宅前ごみフェンス横

24日
（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

中 田 歯 科 駐 車 場

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

２日
（月）

山 西

中 角

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

９日
（月）

中 山 消 防 詰 所 横

16日
（月）

生 名

〃

久 国

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

23日
（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

５日 ・19日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

６日 ・20日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

分別ステーション設置地区は、毎日出すこ

とができますが、年末年始等の連休には集中

しないように計画的に出してください。
ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指定場所と今月の回収日

（中角）勝浦町農村婦人の家敷地内

リサイクル保管庫

６月７日 午前９時まで

（横瀬）勝浦町民体育館裏リサイクル保管庫

６月14日 午前９時まで

※回収日の５日前から指定場所に置けます。

それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法

①段ボール
厚手の菓子箱等が入っているのは大丈夫です。

②新 聞 紙
チラシが入っているのは大丈夫です。

それ以外（広報等）は入れないでください。

③古本・雑誌・紙
包装紙などが入っているのは大丈夫です。

同じ種類に分けてください。厚い表紙は

破って段ボールの方へ入れてください。

※段ボール、新聞紙、古本（雑誌）はそれぞれ

ひもで縛ってください。

【問い合わせ】 勝浦町住民課 (42)1501

IP㈹050（3438）7148

12日 ・26日
※登録している犬の場合は印鑑

と鑑札が必要です。

不用犬
引き取り日

最近、犬の飼い主のマナーが悪く
なってきています。

飼い犬の放し飼いや散歩中のフンの放
置はやめましょう。

６月９日 ～27日 にかけて徳島県の委託を
受けた(社)徳島県環境技術センターが、浄化槽
の設置・維持管理・保健所への届け出状況など
を調査します。
調査員がお伺いした際にはご協力をお願いし

ます。

〔問い合わせ〕

（社）徳島県環境技術センター 088（636）1234

徳島県県民環境部ゴミゼロ推進室 088（621）2279

東部保健福祉局環境試験検査担当 088（602）8901

勝浦町役場住民課 （42）1501

浄化槽の一斉調査にご協力を
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大 倉 崇 裕

聖 域

マッキンリーを極めた

ほどの男が、なぜ難易度

の低い山で滑落したのか？

渾身の山岳推理！

結 城 五 郎

サイレント・キラー

現役医師が医療界を描く、

失踪した医師が残した謎の

言葉「サイレント・キラー」

とは。唯一のメッセージを

手がかりに、若き医師の闘

いが始まった―。

★おはなし会

22日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください

６
月
の
行
事

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１１２ １３ １４

１５１６ １７ １８１９ ２０ ２１

２２２３ ２４ ２５２６ ２７ ２８

２９３０

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

鎖された海峡 逢 阪 剛

遊女のあと 諸 田 玲 子

りすん 諏 訪 哲 史

壁抜け男の謎 有栖川有栖

この世の全部を敵に回して 白 石 一 文

長さ一キロのアナコンダ 椎 名 誠

科学の扉をノックする 小 川 洋 子

工学部・水柿助教授の解脱 森 博 嗣

星のひと 水森サトリ

スタンド・バイ・ミー 小 路 幸 也

恋のトビラ 石田衣良他

だいにっほん、ろりりべしんでけ録 笙 野 頼 子

カルトローレ 長野まゆみ

役にたたない日々 佐 野 洋 子

地域切り捨て 金子 勝・高端正幸

気づきの力 柳 田 邦 男

墓守娘の嘆き 信田さよ子

おひとりさま老後の知恵袋 双 葉 社 編

やっぱり漢方薬が効く！ 矢 数 圭 堂

作ってあげたい彼ごはん SHIORI

住まいる徳島 ＪＲＴ

《児童書》

メジャー〈コミック〉49～65巻 満 田 拓 也

ぎょうれつのできるパンやさん ふくざわゆみこ

ノンタンがんばるもん キヨノサチコ

田 島 信 元

新田新一郎

たった５分で前頭前野が刺激され、集中力や

記憶力や創造力が育つ！

毎朝５分の脳元気ゲーム

毎朝５分の英語で脳元気ゲーム

各５巻

新着図書の一部紹介
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ホームページアドレス
http://www.town.katsuura.lg.jp

E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

日時 ２日 ･13日 ･20日 ･27日
午後１時～４時30分

場所 勝浦町住民福祉センター１階

内容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽
にお問い合わせください。 (42)4652

心配ごと相談

大
字
三
溪
字
名
田

猪

谷

春

男
（
62
歳
）

大
字
坂
本
字
宮
平

高
尾
智
惠
子
（
101
歳
）

大
字
三
溪
字
楮
谷

寒

川

源

八
（
89
歳
）

大
字
坂
本
字
稲
原

河
野
マ
サ
子
（
84
歳
）

大
字
坂
本
字
宮
平

稼

敬

惠
（
90
歳
）

大
字
沼
江
字
神
谷

櫻
野
フ
サ
子
（
65
歳
）

大
字
沼
江
字
花
紫
壟

北
野
ハ
ル
ヱ
（
84
歳
）

大
字
沼
江
字
中
傍
示

東

弘

憲
（
73
歳
）

大
字
三
溪
字
定
岡

橋

本

嘉

子
（
93
歳
）

大
字
三
溪
字
栗
城

塩
栗
マ
サ
ヱ
（
96
歳
）

◇
お
く
や
み
申
し
ま
す

日 時 ６月14日 ・21日 ・22日

午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 平日 午前８時30分～午後７時

※土・日・祝日を除く

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談

０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談

０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休 日 年 金 相 談

ねんきんダイヤル

時間延長年金相談

年 金 相 談

◎大正琴は初心者コースもあります。
◎申し込みをされていない方でもご参加ください。
◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305・IP 050（3438）8631

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座

を開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

交流講座ご案内

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 10 ・17 午後 7:30～9:30

踊 り ４ ・18 午後 2:00～4:00

歌 謡 １ ・15 午後 7:30～9:30

生け花 ９ ・23 午後 7:30～9:30

大正琴 ５ ・13 ・20
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
沼
江
字
夫
婦
松

阿
南
市

石
本
善
二
朗

寺

内

千

春

大
字
沼
江
字
並
松

愛
媛
県
東
温
市

上

岡

和

博

渡

部

真

里

☆
お
誕
生
お
め
で
と
う

）長
男優ゆ

う

輝き

大
字
沼
江
字
神
谷

中

西

映

生

由

美

）二
男快か

い

心し
ん

大
字
沼
江
字
並
松

森

野

光

樹

理

絵

まちのうごき
平成20年４月16日～５月15日（敬称略）

人 口（平成20年４月30日現在）

世帯数 2,151戸

男性 2,995人

女性 3,230人

計 6,225人

出生 男 １人 女 １人 計 ２人

死亡 男 ３人 女 ５人 計 ８人

転入 男 12人 女 13人 計 25人

転出 男 10人 女 ９人 計 19人

６月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午前６時～翌朝午前９時 休日:午前７時～翌朝午前９時

善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
４
月
16
日
～
５
月
15
日
）

内

谷

三

郎
さ
ん

（
棚
野
）

豊

岡

定

男
さ
ん

（
星
谷
）

寒
川
清
一
郎
さ
ん

（
中
山
）

上

田

光

雄
さ
ん

（
中
山
）

勝
浦
町
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ぺ

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行

に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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